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■応募書類受付期間：2014年4月26日（土）～5月15日（木）［当日必着］
■主催：住友商事株式会社
■企画・運営協力：特定非営利活動法人市民社会創造ファンド
■現地協力：特定非営利活動法人未来図書館

応募要項
2014岩手

市民社会創造ファンド



住友商事株式会社は、東日本大震災の被災地の地域再生と被災者の生活再建を願い、その再生過程に参加
するユース※1を応援します。このプログラムは、「活動・研究助成」と「インターンシップ奨励プログラム」の２
つで構成され、被災地の再生過程にユースが主体的かつ継続的に関わることで、多くのことを学び、経験し、
地域や社会のさらなる発展の担い手として成長することを期待します。
今回募集する「インターンシップ奨励プログラム」は、被災地で活動しているNPOを活動現場とし、長期にわた
るインターン活動を行うユース世代に対して奨励金を支給し、学ぶ場を提供することにより、地域の再生に取
り組むことを応援するものです。
2012年度は宮城県で開始し、2013年度は福島県、そして2014年度は岩手県でもスタートし、3県で展開し
ます。

※1　「ユース」とは、おおむね10代後半から20代の若者で、主に大学生・大学院生・専門学校生などを想定しています。

インターンシップ奨励プログラムの趣旨1

（1）対象者
被災地の地域再生と被災者の生活再建に関心を持つユース世代（大学生／大学院生／専門学校生な
ど）で、主に10代後半～ 20代までを対象とします。学部・学科・専攻等の指定はありません。

（2）募集人数
4名程度

（3）応募期間
2014年4月26日（土）～ 5月15日（木） 当日必着

（4）応募書類（応募用紙と小論文）の提出
応募用紙（下記WEBサイトからダウンロード）に、希望する受入れ団体などの必要事項を記入し、「インター
ン活動でチャレンジしたいこと」または「インターン活動を終えた9ヶ月後の私へ」のどちらかのテーマに
よる2,000字程度の小論文（Word ／ 10.5ポイント／黒字）と一緒に、郵送でご提出ください。

http://www.civilfund.org/youth-challenge.html

プログラムへの応募・選考について2
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（5）選考
①選考・面接
書類選考を通過した方のみ、面接を行います。面接はプログラム実施関係者と受入れ関係者によって
行います。面接日程はWEBサイトでもご覧いただけます。活動を希望する受入れ団体の面接日は決
まっていますので、必ずご確認ください。

②選考基準
・被災地の再生に対して強い関心があること
・受入れ団体の活動に強い関心があり、その活動に意欲的に取り組む姿勢があること
・受入れ団体やその活動に関係する多様な人々とのコミュニケーションがとれること
・学業との両立が可能なこと

（6）選考結果
選考結果は6月中旬頃にすべての応募者に郵送します。インターン決定後の辞退はご遠慮ください。

（1）インターンシップ期間・活動時間
期　　間： 2014年7月1日～2015年3月31日の9ヶ月間

活動時間： 上記の期間内で200時間～300時間程度

（2）活動カリキュラム
各受入れ団体の活動カリキュラムを下記WEBサイトで事前にご確認ください。

http://www.civilfund.org/youth-challenge.html

（3）進め方・義務等
①基本的に、受入れ団体が提示した活動カリキュラムに従って行う活動ですが、各自の得意とすることや
希望等により、受入れ団体と相談しながら進めることも可能です。

②受入れ団体には、スーパーバイザー（総括的な受入れ指導者）とメンター（日常的な相談にのってくれる受
入れ担当者）がいますので、活動期間中は随時相談してください。

③活動経過（毎月）と報告書（修了後）を提出していただきます。

④事前研修／入校式、中間報告会、修了報告会には必ずご出席ください。

インターンシップの内容3

・特定非営利活動法人いわて連携復興センター

・特定非営利活動法人盛岡YMCA

・特定非営利活動法人未来図書館

5月27日（火） 夕方

5月26日（月） 夜

5月29日（木） 夕方



奨　励　金：  活動1時間あたり800円、支払い上限300時間（毎月実費精算）

交　通　費：  インターンの通学先または自宅から、受入れ団体までの往復実費交通費
　　　　　　 （片道上限1,000円、定期区間分除く／毎月実費精算）

研修補助費：  研修活動のための旅費や集会参加費など（期間中上限2万円／毎月実費精算）

保　　　険：  傷害保険と損害賠償保険に加入

インターンへの支援等5

インターンと関係者間で覚書を締結し、これに基づいて活動を進めます。

覚書の締結について6

主なスケジュール4
2014年

2015年

＊事前研修／入校式、中間報告会、修了報告会には必ずご参加ください。
＊仙台市までの交通費は事務局より実費負担します。

6月29日（日）

7月

11月30日（日）

3月15日（日）

4月

事前研修／入校式（終日）

各受入れ団体にて活動開始

中間報告会

修了報告会

修了報告書提出

＊仙台市で宮城県インターンと合同開催となります。

＊仙台市で宮城県インターンと合同開催となります。

＊仙台市で3県（岩手、宮城、福島）のインターンと
　合同開催となります。



特定非営利活動法人未来図書館
インターンシップ奨励プログラム事務局　（担当：恒川）

〒020-0878 盛岡市肴町4-20 永卯ビル3階
E-Mail： river115@miraitoshokan.com ／ TEL：019-654-6601  （平日9時～17時）

7 受入れ対象団体（3団体）

特定非営利活動法人いわて連携復興センター 市民活動団体支援

私たちは復興に向け、被災地と岩手県内外の支援やノウハウを繋ぐ活動を行っています。

北上市大通り1-8-23 TEL： 0197-72-6200 http://www.ifc.jp/

※受入れ団体での活動については、「活動カリキュラム」をお読みになり、団体のWEBサイト等であらかじめ団体の概要を
　調べることをお勧めします。

（担当：葛巻）

特定非営利活動法人盛岡 YMCA 子ども支援

野外活動やボランティア活動での体験や出会いを通し、宮古の復興を支える青少年を育成します。

盛岡市本町通 3-1-1 STマンション１F TEL： 019-623-1575 http://www.ymcajapan.org/morioka/

（担当：濱塚）

特定非営利活動法人未来図書館 子ども支援

子ども・学生・大人をつなぎ、相互に学びあう「未来パスポート」プログラムを展開しています！

盛岡市肴町 4-20 永卯ビル 3 階 TEL： 019-654-6601 http://www.miraitoshokan.com

（担当：恒川）

応募書類の送付先・お問い合わせ先（現地協力団体）8



応募を通じてご提供いただいた応募者の個人情報は、本プログラムの選考・運営の目的のために使用します。
インターンとなった方については、氏名、学校名等を必要に応じて公表させていただきます。

● 個人情報の取り扱いについて

住友商事株式会社　　http://www.sumitomocorp.co.jp

住友商事グループは、「健全な事業活動を通じて豊かさと夢を実現する」ことを使命とし、全世界に展開す
るグローバルネットワークとさまざまな分野における企業・消費者との信頼関係をベースに、多様な商品・
サービスの国内外取引や事業投資など、総合力を発揮して多角的な事業活動を展開しています。

特定非営利活動法人市民社会創造ファンド　　http://www.civilfund.org

市民社会創造ファンドは、個人・企業・団体などからの多様な寄付や助成金の受け皿となり、個別のNPO
が行う特定のテーマの活動に対して助成を行う、専門的なコンサルテーション機能を備えた資金仲介組織
です。

特定非営利活動法人未来図書館　　http://www.miraitoshokan.com/

特定非営利活動法人未来図書館は、「社会を感じることが出来たら子ども達は自分で成長していける」を合
言葉にこどもと社会をつなぐ活動をミッションとしています。こども・学生・大人が相互に学ぶ機会を学校
現場や地域の中で創出しています。

● 主催・協力団体について

お問い合わせ先（現地協力団体）　

特定非営利活動法人未来図書館  インターンシップ奨励プログラム事務局  （担当：恒川）
〒020-0878 盛岡市肴町4-20 永卯ビル3階／ E-Mail： river115@miraitoshokan.com ／ TEL：019-654-6601　（平日9時～17時）
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